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本ヒント集は、「学びにくさのある子どもへの指導充実事業」（平成31年～令和2年度）」の一環として作成したものです。



目　　　次

○教育上特別な配慮を必要としている子どもたちの理解と授業における
　支援ヒント集６項目

　〇本ヒント集の活用にあたって

　１　話を聞くことが苦手な子に対して�������������� 1

　２　自分の思いを伝えたり話したりすることが苦手な子に対して�� 5

　３　文章を書くことが苦手な子に対して������������� 9

　４　算数が苦手な子に対して������������������13

　５　自分の考えをまとめることが苦手な子に対して��������19

　６　気が散りやすい子に対して�����������������25

○参考文献���������������������������31



本ώϯトूの׆༻ʹ͋ͨͬͯ

の特ੑに配慮した指導や支援のॆ࣮とにおけるোڃの通ৗの学ߍҭҕһձでは、小・த学ڭݝլ࣎　
ൃୡোにରするڭһのઐੑの向্をめ͟したڀݚとして、จ部Պ学লҕୗ事業であるʮൃୡোの
ՄੑのあるࣇಐੜెにରするڭՊ指導๏ڀݚ事業（ฏ��ʙ��度）ʯ、ͦしてݝ事業ʮ学ͼにく
さのあるࢠどもへの指導ॆ࣮事業（ฏ��度ʙྩ�度）ʯに取り組んできました。
ҭの視点をੜかした授ڭどもたͪのʮわかったʯʮできたʯを૿やͦうʂ特別支援ࢠするʰߦճൃࠓ　
業ͮくりώントूᶘ　ʙ授業࣮ફ事例ฤʙʱは、ฏ���݄にൃߦしたʰ特別支援ڭҭの視点をੜか
した授業ͮくりώントूʱのଓฤとして、学習活動のதでの指導・支援について、ڀݚϞσϧڌ点ߍで
の࣮ફをもとに࡞したものです。

˒�ʮڭҭ্特別な配慮をඞཁとしているࢠどもたͪの特ʯの具体の姿を例にग़し、̒つの߲にまと
めました。

１　話を聞くことがۤ手なࢠにରして
２　�自分の思いを伝えたり話したりすることがۤ手な

にରしてࢠ
３　จষを書くことがۤ手なࢠにରして
にରしてࢠがۤ手なࢉ　４
５　自分のߟえをまとめることがۤ手なࢠにରして
にରしてࢠりやすいࢄがؾ　̒

　次に、ରԠのώントとなるࣸਅの資料を、ʮ支援のΩーϫードʯとともに示したޙ、通ৗの学ڃに
おける指導・支援を１ʮ授業の工夫（UD化）ʯ、２ʮ授業での個への配慮・個に特化した指導ʯに理
しました。
　また、ࠓճ৽たにʮ定されるつまずきやすいϙΠントʯにରԠする࣮ࡍの指導・支援について、学
習のల։のதで色分けをして示しています。
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安心して学べる環境設定の中で
個別の言葉かけをし、注意喚起と理解を促す。

１　話を聞くことが苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・授業の流れを明示し、「今は何をするときなのか」「何のためにするのか」を示します。
　・�書くことを明確にするために、子どもが使うワークシートと同じものを用意し、大切な部分は目立
つように色を変えて提示します。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・必要に応じて、活動することや説明の内容をまとめたカードを渡します。
　・�指示の前に注意喚起をしたり、活動の始まりには活動内容を確認したりするなど、こまめに声をか
けます。

　・�内容を理解し整理して文章を書く手助けとして、大事な文章に線を引き、線を引いたところから言
葉を選べるようにします。

　・一斉指示の理解が難しく、内容や何をすればいいのかが分からないことが多い。
　・注意の転導による聞きもらしがある。聞いたことについても、すぐに忘れてしまう。

想定されるつまずきやすいポイント【話を聞くことが苦手】

聞くことに注意を向けられるような注意喚起をしていきます。同時に、聞き逃したり
分からなくなったりしても、安心して学習に戻ることができるよう環境を設定します。
また考える手がかりを手元に置くことで、意欲を持続させるようにします。

支援の
キーワード

１

・聞き間ҧいがଟい。
・聞きもらしがある。
・聞いたことをす͙にれてしまう。
・個別に言われると聞き取れるが、ूஂ໘ではしい。
・指示の理解がしい。
・୯ޠは理解できているが、จষとして理解できない。

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。

話を聞くことが苦手な子に対して
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第10時の展開 日本の伝統工芸のよさを知り、日本自慢リーフレットを作ろう
� （小学4年国語科「世界にほこる和紙」「伝統工芸のよさを伝えよう」光村図書）

本時の目標（第10時）
　選んだ伝統工芸のよさについて詳しく調べ、整理して書くことができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．前時の学習を振り返り、自分
が選んだ伝統工芸と紹介したい
理由（伝統工芸のよさ）につい
て確認する。

２．本時のめあてを知る。

３．選んだ伝統工芸についてペア
の人に紹介する。

４．プリントへの記入の仕方を知
り、選んだ伝統工芸のよさにつ
いて調べ、まとめる。

５．自分の選んだ伝統工芸のよさ
が伝わるようにまとめられてい
るか振り返る。

・選んだ資料や本を読み直し、授
業の流れを明示することで、本
時の見通しと意欲をもてるよう
にする。

・相手に説明することで、リーフ
レットをつくって相手に伝える
ことを再度意識できるようにす
る。

・書く内容をとらえやすくするた
めに、色を工夫して黒板に提示
する。

・拡大したプリントに、書き方の
例を示す。

・本時のめあてを確認し、振り返
りの視点を示す。

・前時に用意した資料をまとめて
おき、どれを読めばいいかを具
体的に示す。

　

・相手にどのように伝えたらいい
かが示してある小さなカードを
渡し、安心して学習に取り組め
るようにする。

・書き始める時に個別に声かけを
し、書く内容の確認をする。

・まずは大事だと思うところに線
を引くよう促す。次に授業者と
一緒に、線を引いた部分を短く
まとめる。

・注意喚起し、机間指導による個
別のかかわりをする。

学習活動、指導・支援の評価

・紹介したい伝統工芸を自分で選
択したことで、意欲的に取り組
む姿が見られた。

・話を聞き逃しても、板書を見て
理解できるように視覚化したこ
とで、するべきことが分かり、
安心して書くことができた。

・こまめな言葉かけや座席の配慮
とともに、安心できる環境を設
定することで、聞くことに意識
を向けることができた。

友だちに伝統工芸のよさを伝えるために、くわしく調べ、ひみつノートにまとめよう
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１　話を聞くことが苦手な子に対して（小学校）

安心して参加できる「わかりやすい授業」の工夫
「パターン化と視覚化で意欲の継続と安心感」

１　授業の工夫
　・�聞くことが苦手な子には、聞く姿勢を作っていても内容の理解が難しい、または周囲の様子を気に
して聞き逃してしまうなどの姿があります。

　・�「①読む」「②めあてをノートに書く」「③自分で考える」「④話し合う」「⑤まとめる」など、授業
の大まかな流れを作り「学習の見通し」を持たせることで、安心して学習活動に向かうことができ
ます。

　・�既習事項や学習方法を、注目するようにわかりやすく示すと、聞くことが苦手な子だけではなく他
の子どもが思考する際の手掛かりになります。

　・�絵や写真、文字カードを活用し、視覚的に情報を補いましょう。板書（全体説明）とワークシート
（個別学習）を結びつけることで、内容がより理解しやすくなります。

　・�指示は、具体的な言葉で、短くはっきりとポイントを伝えましょう。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・全体指示を聞きもらした場合には、個別にそばで言葉かけをし、注意喚起や理解を促します。
　・�話の内容やポイントが理解できているかを個別に確認することで安心して学習に取り組むことがで
きます。

　・必要に応じて、活動することや説明の内容をまとめたメモを渡すことも有効です。
　・�理解の程度に合わせたヒントカードを用意し、子ども自身が選択する場面を設定することで、学習
への参加意欲が高まります。

３年　国語科「もうどう犬の訓練」の授業より

挿絵（写真）を活用することで、
文章の理解を助けます。

支援の
キーワード

挿
絵

挿
絵

挿
絵

挿
絵

挿
絵

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より



55

自分の思いを伝えたり話したりすることが
苦手な子に対して

２

。ಓをཱてて話しにくい。思いつくままに話してしまうے・
・内容๛かに話すことがしい。
・言葉に٧まってしまう。
・దなૣさで話すことがしい。
・ཁ点が伝わりにくい。

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。
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安心して参加できる環境設定と事前の準備で
話す土台をつくる

2　自分の思いを伝えたり話したりすることが苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�話すことへの抵抗を減らすために、全員の前で発表するのではなく、ペアやグループで話す場面を
取り入れます。

　・�何をどう伝えればいいか、事前にワークシートに記入しておきます。話す量も自分で決められるよ
うにします。発表の流れについては、黒板に掲示します。

　・�聞いた側の反応の仕方を全員で確認し、安心して話せる雰囲気をつくります。また、聞いた人のサ
インをもらうことで、言えたことを視覚化し、「話せた」という達成感につながるようにします。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�話すことが苦手な児童にとって、外国語科の授業は、不安な気持ちが高まる場合があります。そこ
で、事前に内容や発音の確認を行い、必要な場合は英文にふりがなを打ち、安心して参加できるよ
うにします。

　・�どのような形態で発表するのか（全体、ペア、グループ）についても、事前に知らせ、児童が見通
しと心構えがもてるようにします。

　・机間巡視を早めに行い、肯定的な言葉かけをします。

　・何をどう伝えればいいのか分からず、発言が少なくなってしまう。
　・問われていることは理解できても、単語や２語文などでの短い返答になりがちになる。
　・人前で話す場面では不安が高まり、黙ったり言葉に詰まったりする。
　・特定の友だち以外とは、話すことが少ない。

想定されるつまずきやすいポイント【伝えたり話したりすることが苦手】

どのように学習が進むのかという見通しをもつことで、安心して授業に参加できるよ
うにします。みんなの前で発表することに抵抗がある児童には、少人数の場で意見を
言える場を設定します。英文には自分で読み方を書いておくことや話すことをはっき
りさせておくことが、話してみようという思いを引き出すための土台になります。

支援の
キーワード



7

第̒時の展開 6OJU��l-FU⓫T�HP�UP�*UBMZ�z� （小学６年外国語科　東京書籍）

本時の目標（第6時）
　自分のことを伝えたり、相手のことをよく知ったりするために、おすすめの国に
ついて、簡単な語句や基本的な表現を用いて伝えたり聞いたりすることができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．*�XBOU�UP�HP�UP�*UBMZ�をՎう。

２．本時のめあてにつながる
4NBMM�UBML�をߦう。

　l8IJDI�DPVOUSZ�EP�ZPV�XBOU�
UP�HP z

�　l*�XBOU�UP�HP�UP������z

３．� 本時のめあてを知る。

ձࣾのൢചһとお٬さんߦཱྀ．４
になっておすすめのࠃのັྗを
伝える。

　・σϞンεトレーγϣン
　・࿅習
　・ަ流

５．શ体で、よい点などをڞ༗し、
自分の伝え方やจষを見直す。

̒．学習を振り返る。

・ՎえるところをՎうように促し、
の授業に意欲をもてるよޠࠃ֎
うにする。

・３つのࠃから選Ϳというܗで、
について༑だͪとやࠃきたいߦ
りとりをする。

・前時に仕্͛たおすすめのࠃの
ύンフレットを見ながら話して
もよいことを伝える。

・見本を見ͤ、おすすめのࠃを伝
える時のϙΠント、聞く時のϙ
Πントを意識できるようにする。

・話を聞いた人は、よいと思った
ことについてԠすることや、
αΠンすることを確認する。

・Կ人か前でൃදし、内容や伝え
方のよさ、Ԡのよさを取り্
͛る。

・前ޙのペアで࿅習することを伝
える。

ॳは指導者が間に入り一緒に࠷・
聞くことで自৴がもてるように
する。

・ύンフレットのཪに読み方の書
いたηリフカードをつける。

ॳは、ීஈ話している༑だͪ࠷・
とやりとりができるようにし、
গしずつଞの人ともやりとりが
できるように促す。

学習活動、指導・支援の評価

・これまで学習してきたӳޠදݱ
をって、自分がڵຯのあるࠃ
や見どころについて伝え߹うこ
とができた。

・１ର１のやりとりにすることで、
話すことへのײ߅がܰݮし、
自分のことを伝えたり相手のこ
とを知ったりすることができた。

・গない人、見通し、ηリフカ
ードの支援により、学ڃの༑だ
ͪとやりとりをする姿が見られ
た。安心は、話すためにඞਢの
݅である。

おすすめの国のみりょくを伝えたり聞いたりしよう
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コミュニケーションの基本は聞く力
「安心して話し合える学級集団づくりが土台！」

１　授業の工夫
　・�発表の仕方や聞き方の約束について、いつでも見て確認できるように教室掲示をします。
　・�ペアや小集団で、児童同士が教え合ったり助け合ったりする場面を設け、話すことの活動場面を、
意図的に取り入れます。

　・�考えるための一助とするために、これまでに学習した単元につながる内容などを分かりやすくまと
め、教室に掲示します。

　・�発表者へ向けて、子どもたちからプラスの声かけや拍手が起こるような誰もが発言や質問のしやす
い温かな雰囲気の学級集団づくりに、国語科を核として日頃から取り組みます。

　・�発表の機会を作るために、個々の発言だけでなく、グループやペアで相談した結果を発表させます。
自分一人の考えではないので、助力を得やすく、安心もできます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�自分の思いを伝えやすい安心のできる座席の配置（隣席の児童・全体の位置）を考えます。
　・�発言する際の心理的ハードルを下げるために、意見を整理して書く時間を十分に取り、その際の机
間指導では、手助けの言葉かけなど、個に応じた具体的な支援をします。

　・言葉足らずな発表内容へは、適切な補足を行い、発表したことへのプラスの言葉かけをします。

支援の
キーワード

2　自分の思いを伝えたり話したりすることが苦手な子に対して（小学校）

スモールステップで意見が言えるように発問を準備した
うえでマグネットネームを使い、クラス全員から意見が
引き出せるように工夫します。その際に、「発表の仕方」
だけでなく、友だちの発表の「聞き方についての約束事」
を決めておくことで安心して自分の思いを伝えやすくな
り、互いの意見を尊重し合う雰囲気が作り出されます。

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より
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文章を書くことが苦手な子に対して

３

・視ࣸができない。
・読みにくいࣈを書く。
・Ϛεからはみग़す。
。を書くࣈจڸ・
・特घԻઅ（፠Ի、ᎢԻなど）のද記を間ҧう。
・ಠ特のචॱで書く。
・間ҧえたࣈを書く。（てࣈなど）

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。
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「書きたい！」「書いてみたい！」と
思えるような単元構成の工夫

３　文章を書くことが苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�何を書けばいいのかを示し、書く内容を焦点化します。その際、手掛かりとなるような写真や絵を
掲示します。

　・文章を書く活動を毎時間積極的に取り入れ、書くことの習慣化につなげられるようにします。
　・�歌う、動作化する、具体物を動かすなどの、多くの感覚を刺激するような活動をとり入れ、関心を
高めます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�書くことの目的を明確に伝え、活動によっては、漢字で書くことを要求せず、ひらがなでもいいこ
とにするなど、個別に方法を工夫します。

　・�書くことへの抵抗を減らすため、紙の大きさや、書く量の異なるプリントを用意し、自分で選べる
ようにします。

　・特殊音節の表記や漢字を書くことが難しい。
　・話し言葉で思いを伝えることはできるが、書く作業になると意欲が低下してしまう。
　・書くこと自体に抵抗があり、書き出すのに時間がかかったり、書けなかったりする。
　・「書きたい」という思いはあっても、相手に伝わるような文章で書き表すことが難しい。

想定されるつまずきやすいポイント【文章を書くことが苦手】

「音楽物語を歌おう」という魅力的なゴールを示します。セリフを考えるとい
うイメージしやすい内容を取り入れることで、意欲がもてるようにします。単
元全体の学習内容を明確に示すことで、見通しをもつことができ、何を書くの
かが分かり、安心して授業に取り組めます。

支援の
キーワード
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第̕時の展開 εΠϛーのͤり;をͯ͑ߟԻָޠをՎ͓う
� （小学2年国語科「スイミー」光村図書）

本時の目標（第９時）
　４場面の「スイミーは考えた。いろいろ考えた。うんと考えた。」について、行動やせりふ
を中心に想像を広げながら、自分の思いや考えをスイミーのせりふに書き表すことができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．前時までを振り返りながら、
εΠϛーのͤり;を紹介し、本
時のめあてを確認する。

２．４໘のԻ読をし、自分でͤ
り;をߟえる。

３．શ体でͤり;を紹介し、理由
やࠜڌを話し߹う。

４．自分がߟえたͤり;を再ߟし、
ϫーΫγートにまとめる。

、えたεΠϛーのͤり;をߟ．５
εΠϛーになりきって読む。

̒．学習を振り返る。

・໊のεΠϛーのͤり;を、動
。つきで紹介する࡞

える手がかかりとなるようなߟ・
Πϥεト、จをܝ示する。

・言葉やจからͮؾいたことや思
ったことを書くという視点を伝
える。

・શจをܝ示し、理由やࠜڌとな
るところに໊前γーϧをはり、
。༗できるようにするڞえをߟ

・大事なදݱについては、動࡞化
したり具体で確認したりして、
શ体で理解できるようにする。

・書くことの時間を確อする。

・書いたことのよさやຬײをײ
͡られるように、色ʑなͤり;・
。えを認めるߟ

・ฏԾ໊でも、書けていることを
認め、ྭます。

・２通りのϫーΫγートを用意し、
選べるようにする。

・いいなと思った༑だͪの意見を
書いてもよいことを伝える。

学習活動、指導・支援の評価

・話を読みਐめることが、Իָ
のͤり;ができ্がっていくޠ
ことにつながり、意欲的に取り
組むことができた。

・ͤり;を言ってԋ͡たり、動࡞
化したりすることは、ߟえをਂ
め、書くことにつながった。

・書くことのָしさを͡ײ、ʮ書
けたʯと思えるような環境を
えるため、߅をݮらす手ཱて
はඞཁである。

4場面のスイミーのせりふを考え、聞き合おう
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読み書きの力を支えるきめ細かな一斉指導
小学１年生の「書字のベースとなる力」の育成

１　授業の工夫
　・�書くことに苦手さがある子どもの中には、「正しい姿勢の保持」や「動かす力」に弱さがある場合
が多くあります。

　・�全体指導の「書く」「読む」学習活動の前段として、「見る力」や「動かす力」を高める活動を取り
入れてみましょう。

　・�「←」の向きを聞いて身体を動かす「聞く矢印体操」等で、左右の認識の向上や集中力の高まりも
期待できます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�運筆する利き手と、紙を押さえる手のバランスがうま
く取れていないことがあります。正しい姿勢の保持や
鉛筆の持ち方、両手の使い方を確認しましょう。

　・�個別課題として、目と手の協応の力を高めるひらがな
練習プリント（＊）に取り組むこともできます。

支援の
キーワード

３　文章を書くことが苦手な子に対して（小学校）

書く活動の前に、
書字のつまずきの
軽減を図る活動を
取り入れました。

「手本と同じよう
にポーズ！」
「目と体の協応の
力をつける」活動

顔を動かさずに、
「目だけで対象物
を見る」活動
（眼球運動の向上）

ˎͻらがな࿅習プリント

滋賀県総合教育センター　平成28年度研究成果物
「特別支援教育の知恵袋　書字編　平成28年度改訂版」
「かっくんプリント集」・・・文字学習の基礎となる「書字のべースとなる力」を高めるために使え
るプリント集です。最終ページには、書字のベースとなる力を育てる「かっくんタイム」の「年間
指導のプランの例」も紹介されています。詳細は、滋賀県総合教育センターのホームページへ。

͓͢͢Ίʂؔ࿈ใʂ

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より
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算数が苦手な子に対して

４

・จষが読めない。
・ྔや୯Ґの理解がしい。
・ྔؔが読みとれない。
。に時間がかかるࢉܭ・
・؆୯なࢉܭや҉ࢉがしい。または、時間がかかる。
・චࢉでҐ取りがずれてしまう。
・ਤܗをඳくことがしい。
。などの用具がうまくѻえないن定֯ࡾ・

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。
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生活に根ざした問題場面の提示と細かな
ヒントで、意欲の持続を図る。

４　算数が苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�算数科の学習が生活とつながっていることを感じられるように、学校生活の中で、よくある場面を
設定します。

　・図や数字など、考える手段になるものを板書で残しておきます。
　・考えるヒントとなるような、キーワードを示します。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�本児にとって馴染みのある数字を意図的に使うことで、学習に参加する意欲を促します。
　・数字の羅列から性質を見つけられるように、２で割り切れる数にしるしをつけるよう声をかけます。
　・細かな支援をするため座席の配置を工夫します。
　・�言葉でまとめる際に、すべて書くことが難しいようであれば、大切な部分を書くという、埋め込み
式のプリントを用意します。

　・算数に対しての苦手意識が強く、「難しそう」と思うと意欲が続きにくい。
　・�筆算で位取りが苦手だったり、書くことに時間がかかったりすることもあり、集中が続き
にくい。

想定されるつまずきやすいポイント【算数が苦手】

実際に経験したことがあるような場面を設定することで、学習の見通しやイメージを
持ちやすくします。それぞれの活動で細かくヒントがあることにより、「これならで
きそう」という意欲的な態度が期待できます。

支援の
キーワード
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第̍時の展開 のੑ࣭をௐよう� （小学５年算数科「整数の性質」大日本図書）

本時の目標（第1時）
　整数を偶数と奇数に類別することができ、それぞれの定義を説明することができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．学ߍੜ活でݧܦしたことのあ
る໘（ग़席൪߸ॱ�ྻのฒͼ
方）を思いग़し、を�つの
άϧープに分けるという本時の
見通しをもつ。

２．ʮ̕ʯʮ１３ʯʮ３２ʯがӈ	ۮ
ྻ
とࠨ	حྻ
のどͪらの
ྻに入るのかをߟえて、理由を
書く。

３．શ体でࣈのάϧープ分けを
確認し、ӈྻのࣈとྻࠨの
。のੑ࣭を見つけて言葉でදすࣈ

４．ۙくの人と意見をަしたޙ、
શ体で話し߹う。

ʯ、ӈྻحのをʮྻࠨ．５
のをʮۮʯということを
知り、ͦれͧれの特について
まとめる。

̒．まとめとして、ʮ̌ʯがح・
のどͪらにྨ別されるのかۮ
。えるߟ

・ੜ活にࠜ͟した໘の提示
により、学習の見通しをͪ࣋や
すくすることで、意欲的にࢀՃ
できるようにする。

・黒板に�൪までの൪߸を記入し、
えるώントにする。ଓきを書ߟ
くことを促す。

。える時間をे分とるߟ・
・しい߹は、ʮわりࢉʯをす
るとよいというώントをग़す。

・定ٛから֎れていなければ֤ʑ
のߟえをडけ入れ、認める。

・༑だͪの言葉や黒板に書かれて
いる言葉をߟࢀにしてもよいこ
とを伝える。

・活動５の݁Ռをもとにߟえられ
るよう、黒板に݁Ռをしてお
く。

・意ਤ的に指໊し、શ体の前で見
本となり࣮ࡍにฒͿことで具体
的にΠϝーδできるようにする。

・自分のੜ活にؔわるであるこ
とを確認する。

　（ग़席൪߸の確認）

・２でׂりれるࣈにҹをつけ
るよう声をかける。

・自分のߟえに自৴がもてるよう、
意見を書いている໘でྭます。

・書くことのෛ୲をݮらすためඞ
ཁであれば、ຒめࠐみࣜのプリ
ントを渡す。

学習活動、指導・支援の評価

の໘をつかった導入をすࡍ࣮・
ることで、࣮ײをって理解を
することができた。

・ώントや板書、自分のϊートを
にすることで、自分の言葉ߟࢀ
で特を説明することにつなが
った。

・書くྔをݮらしたプリントを用
意することで、意ຯを理解する
ことにॏ点をஔき、学習するこ
とができた。

グループ分けした数字の特徴を見つけよう
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既習事項をもとに図形を操作して考える

４　算数が苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�いつでも確認できるように既習事項の内容を掲示します。
　・図に書きこむことができるようなワークシートを準備します。
　・授業最初の全体指導により、学びの土台を揃えます。
　・交流することにより、様々な考えがあることに気付かせます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�平行四辺形の面積の求め方を、図を動かしながら復習します。
　・�図形を切ったり移動させたり、付け足したりする具体的な操作を取り入れることで、　形を変える
ことができるということに気付かせます。

　・�既習の面積の求め方に帰着して考え、新しい公式をつくり出し、公式をもとに立式できるように促
します。

　・三角形の求積の場面で、平行四辺形や長方形、正方形の面積に帰着して考えることが難しい。
　・面積を求める際、正しく立式がすることが難しい。
　・自分の考えを整理して説明することが難しい。

想定されるつまずきやすいポイント【算数が苦手】

既習事項は掲示し、図や式などの数学的表現を用いて考える手立てとします。本時ま
でに学んだことを、いつでも確認することができるよう、ノートにわかりやすくまと
めるための指導・支援をします。

支援の
キーワード
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第̐時の展開 ໘ੵのٻΊํを͑ߟよう� （小学５年算数「四角形と三角形の面積」東京書籍）

本時の目標（第4時）
　既習事項を使って三角形の面積の求め方を考え、説明することができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．前時までの学習を振り返る。

２．めあてを知る。

３．直֯ܗ֯ࡾの໘ੵのٻめ方を
શ体でߟえる。

め方についٻの໘ੵのܗ֯ࡾ．４
て自分のߟえをもつ。

。えをަ流するߟ．５

̒．まとめをする。

̓．本時の振り返りをする。

め方やʮఈลʯٻの໘ੵのܗ࢛֯・
ʮߴさʯなどのਤܗのߏཁૉに
えることができるߟணさͤてؼ
よう、前時までの学習内容につ
いてܝ示を見ながら確認する。

・拡大したਤܗを提示し、ࡨߦࢼ
。༗するڞするաఔをޡ

　などのܗの໘ੵも、方ܗ֯ࡾ・
知っているܗにஔきえるとٻ
めることができるという見通し
を࣋たͤる。

・શ体で確認することで、学ͼの
をἧえる。

・ਤに書きࠐむことができるよう
なϫーΫγートを४උしておく。

。習のެࣜをもとにཱࣜさͤるط・
。えをまとめる時間をอূするߟ・
・՝を手ૣく解ܾしたࣇಐには、
ෳの解ܾ方๏がないかとい
かける。

・まずはペアで自分のߟえを説明
し߹う。

・શ体ަ流で、༷ʑなߟえがある
ことにؾかͤる。

。を確認するݱ方๏やࣜදੵٻ・
・分かったことをϊートに記入さ
ͤる。

・ฏ࢛ߦลܗの໘ੵのٻめ方を、
黒板を活用してਤを動かしࢠి
ながら、視覚的にط習事߲を確
認する。

　

にߟࢀのੵٻ、示を活用しܝ・
するとよいことを伝える。

・ਤܗをったりҠ動さͤたり、
けしたりすることでܗをか
えられることにணさͤる。

・ϫーΫγートにิॿの線を入れ
たਤܗを示し、࣮を動かした
りਤに書きࠐんだりしてߟえる
とよいことを例を͛ڍながら具
体的に伝える。

・自分のߟえを説明するときに、
うまく言ޠදݱできないときは
หしたり言葉をิしたりす
る。

・༑だͪのߟえを聞くことから༷ʑ
なߟえ方があることにؾかͤる。

・ඞཁであれば、例を提示したり、
ຒめࠐみࣜのγートを渡すなど
して支援する。

学習活動、指導・支援の評価

・導入でのط習事߲の確認により
学ͼのをἧえたことで自ྗ
解ܾでは༷ʑなߟえをもつこと
ができた。

・ϫーΫγートやަ流のの工夫
により、ߟえをਂめることがで
きた。

・具体的なߟえ方の例を示すこと
で、ணすべき点にؾかͤる
ことができた。

三角形の面積の求め方を考え、説明しよう
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体験的活動の導入で実感を伴った学びを
ゴールがイメージできる課題設定

１　授業の工夫
　・�算数の苦手な子は、見通しやイメージを持つことが苦
手な場合があります。「予想→思考→確かめ」と学習
の流れを提示することで、授業の見通しが持てるよう
にします。

　・�できるだけ具体物を用意し、操作活動や体験活動を取
り入れることで、実感を伴ってイメージしやすくなり
ます。

　・�生活に根ざした問題場面の提示により、自分の経験か
ら学習の見通しが持ちやすくなり、意欲的な参加も期
待できます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�体験活動などにおいて、役割を与えることで、より意
欲的に学習に参加できるようになります。

　・�発表の際には、ホワイトボードを使用したり、前時の
学習の想起において、電子黒板で画像を見せたりする
等の視覚支援を工夫すると、集中して取り組むことが
できます。

支援の
キーワード

４　算数が苦手な子に対して（小学校）

円の学習「みんなが公平にできる玉入れの並び方を考えよう」
まず、直線に並んで玉入れをして不公平であることを体験した後、
公平な玉入れの並び方について考えました。
学習後、中心から同じ長さのテープを持って並び、「かごから同じ
長さになっている」ことについて、実感を伴う確認をしました。

中心から４cmの点を打って
いくと円になる。

かごから４ｍの位置は公平？ 上から見ると、本当にまんまる

、できるようにײਤの前に、４̼のさを࣮࡞
ςープでさを示す。

本時の学習直ޙのڅ৯ʮԁになって৯べようʂʯ

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より
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自分の考えをまとめることが
苦手な子に対して

５

・ܾまったύλーンのจষしか書けない、話ͤない。
・�的にরらして、ܭըし、ඞཁにԠ͡てमਖ਼するこ
とがしい。

・ૣ߹点やඈ༂したߟえをする。
・ਘͶられた内容に߹わない話をしてしまう。
・ॱংཱてて、話したり書いたりすることがしい。

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。
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「線」「キーワード」「掲示物」を思考の手掛
かりにして、対話を通して考えをまとめる。

５　自分の考えをまとめることが苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�文のつながりや根拠を線や矢印で示し、思考をまとめるヒントにします。
　・�ワークシートと同じ板書・掲示物で示すことにより、自分の考えと友だちの考えを比較したり、確
認したりできるようにします。

　・�音読劇をペアで行い、読み方を考えて伝え合うことで、自分の考えをいっそう明確にすることを促
します。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�線を引いたり、キーワードが書けていたりすることを認め、自信がもてるようにします。
　・�キーワードが出てこない時には、書かれている言葉や友だちが言った言葉から選ぶよう、選択肢を
示します。

　・せりふを読んでいる姿を指導者が言葉で表現し、語彙を増やすことにつなげていきます。

　・�尋ねられた内容に合わない発言をしてしまったり、早合点したりして、順序立てて自分の
考えを整理し、話したり書いたりすることが難しい。

　・自分の考えに自信がもてず、決まった短いパターンの記述になってしまう。

想定されるつまずきやすいポイント【自分の考えをまとめることが苦手】

自分の考えを表現しやすくするため、「線を引く」「キーワードを示す」という
方法を取り入れます。思考の手掛かりになる掲示物があることで、安心感につ
ながります。ペアでの話し合いで自分の考えを表現したり、全体の話し合いで
理解を深めたりすることから、自分の考えをまとめるよう促します。

支援の
キーワード
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第̕時の展開 ͔͑Δ͘Μɾ͕·͘Μγリーζのத͔Β͓ؾʹೖりの໘を
ԻಡܶͰհ͠よう� （小学2年国語科「お手紙」光村図書）

本時の目標（第９時）
　せりふの読み方について意見を交流することを通して、第４場面に合ったせり
ふの読み方の工夫を考えることができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．前時までの学習を振り返り、
本時の学習の見通しをもつ。

２．ୈ４໘のԻ読をし、前時に
記入した自分のߟえを確認する。

３．ͤり;の読み方とͦの理由を
શ体でަ流し、ͤり;の読み方
についてのߟえを͛る。

４．શ体ަ流でணしたͤり;に
ついて、どう読めばいいかもう
一度自分でߟえ、ϊートに記入
する。

５．ܾめた読み方で、ペアでԻ読
ܶをߦう。

̒．学習を振り返る。

・前時の授業を思いग़ͤるようୈ
４໘をܝ示し、ࣇಐの手ݩに
プリントを用意する。

・Ωーϫードで書いたͤり;の読
み方を確認し、ࠜڌとなるঀड़
は線やҹでදݱすることを伝
える。

どものϫーΫγートとಉ͡もࢠ・
のを拡大し、ܝ示することで、
見て分かるようにする。

えをਂめるために、ʮああ。ʯߟ・
のͤり;にணしてߟえる時間
をとる。

・記入する内容と、Ի読ܶをする
部分を明確に示す。

・ަ流でग़た意見を確認できるよ
うにしておく。

・自分の読み方を確認したり、༑
だͪの読み方とൺべたりできる
よう声をかける。

・分かったことやߟえたこと、ਅ
したいと思ったことを書くよࣅ
う促す。

・前時に書いたプリントの、よく
えられているところにҹをつߟ
けておき、自৴につながるよう
にする。

・ൃදの仕方が具体的にΠϝーδ
できるよう、ൃදのॱ൪を配慮
する。

・体の動きやදにもணできる
よう、ʮうつむいてʯʮかたをお
としてʯの言葉をิう。

・༑だͪの言葉や、ܝ示してある
Ωーϫードをߟࢀにしてもよい
ことを伝える。

・ペアでԻ読している༷ࢠを見る。

・本ࣇがԻ読した༷ࢠを言ޠ化し
てフΟードόッΫし、ϫーΫγ
ートやܝ示をߟࢀに書くこと
ができるよう支援する。

学習活動、指導・支援の評価

・Ի読ܶをするという的に向か
って、ͤり;の読み方を工夫し、
意見をަするதで、ߟえをਂ
めることができた。

・線を引いたり、Ωーϫードを書
いたりすることにより、自分の
�。しやすくなったݱえをදߟ

・༑だͪの言葉やൃදを手ֻかり
にして、ߟえをਂめることがで
きた。

友だちの考えを聞いて、自分なりの読み方を見つけよう
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ワークシートや友だちの考えを手掛かりに
自分の考えを書く

５　自分の考えをまとめることが苦手な子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�動画や写真など、視覚の情報を提示することで、イメージを持って考えられるようにします。
　・自分に合ったワークシートを選択できるようにし、考えを書き表しやすくします。
　・�グループで意見を交換したり、全体で考えを出し合ったりする場面を取り入れ、考えを広げたり明
確にしたりすることができるようにします。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�提示した写真などの資料について、個別に補足説明し、考えの足掛かりを作ります。
　・�自分に合ったワークシートを使えるように声をかけます。書き出しに困るようであれば、書き出し
を示したワークシートを、まとめ方に困るようであれば、キーワードを穴埋めしながらまとめてい
くようなワークシートを選択するように促し、考えを整理しやすくしたり、書き進めやすくしたり
します。

　・�資料の内容や情報と、課題とのつながりを見出しにくいため、自分の考えを持つことが�
難しい。

　・考えたことをどのように文章にまとめればよいのかわからない。

想定されるつまずきやすいポイント【自分の考えをまとめることが苦手】

考えを書き出しやすいように、自分に合ったワークシートを選択できるよ
うにします。またグループで交流する活動を取り入れ、思考を広げられる
場を設定します。

支援の
キーワード
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第10時の展開 ྲྀΕΔਫのͨΒ͖ʹ͍ͭͯ͑ߟよう
� （小学５年理科「流れる水のはたらき」啓林館）

本時の目標（第10時）
　流れる水の速さや量が変わることで起こる災害があることや、人びとやそのく
らしを災害から守る取組について理解することができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．前時までの学習を振り返りな
がら、を流れるਫによるࡂ
はどんな時に、どんなࡂが起
こるのかをߟえ、本時の学習՝
についてѲする。

２．の૿ਫによって起こるࡂ
を͙ための工夫を知り、なͥ
ͦの工夫によってࡂを͙こ
とになるのかをߟえ、ϫーΫγ
ートに記ड़する。

�

３．άϧープやશ体でߟえをग़し
߹い、学ͼ߹う。

４．を流れるਫとわたしたͪの
くらしとのؔについて、の
ਫによるࡂへのࡂやܙみな
どからߟえたことを自分の言葉
でまとめる。

・思ߟのॿけとなるよう、Ωーϫ
ードを板書する。

・動ըやࣸਅを見ることで、ࡂ
を͙ための取組の仕組みをΠ
ϝーδしやすくする。

・ϫーΫγートを３छྨ用意し、
書きやすいものを選択できるよ
うにする。

るためのަ流である͛えをߟ・
ことを示し、ߟえをग़し߹うこ
とを促す。

・ࣸਅを提示するなどして、の
ਫからのܙみや自વをੜかした
について理解しやܙへの知ࡂݮ
すくする。

・などの自વとともにらして
いくにはどうしていけばよいの
かߟえることを促す。

・板書されているΩーϫードをも
とに՝についてߟえていけば
よいことを伝える。

・動ըやࣸਅ、資料と՝とのつ
ながりのϙΠントを示す。

・本ࣇに߹ったϫーΫγートを選
択することができるよう、ॿ言
する。

・༑だͪとަ流して分かったこと
を書きՃえられるよう支援する。

・ࣸਅや資料のϙΠントとなる部
分について具体的に説明する。

・書きग़しを示したり、ຒめࠐみ
ࣜのϫーΫγートをར用したり
することで、自分のߟえをまと
められるようにする。

学習活動、指導・支援の評価

・本時の՝をߟえる্でඞཁな
ΩーϫードやΠϝーδなど、ߟ
えのを࡞っておくことでϙ
Πントをとらえることができた。

た͛、えをもͪにくいときߟ・
いときに小άϧープでଞのࣇಐ
のߟえを聞くことは大きな支援
になった。また、ߟえをਂめる
ためにはશ体でのަ流が༗ޮで
あった。

・書きग़しを示したり、݀ຒめܗ
ࣜでจষをつくるようにしたり
する支援は、書きग़しやすくは
なるが、自分の言葉でまとめる
というྗをつけるためには、さ
らなる指導・支援をஈ֊的にߦ
うඞཁがある。

川を流れる水は、わたしたちのくらしとどんな関係があるのだろうか
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「キーワード書き」から確かな理解へ
「グループ活動を取り入れ、思考をまとめることに慣れる」

１　授業の工夫
　・�自分の考えをまとめることが苦手な子は、右のスケ
ジュール表のようにグループ活動を取り入れる授業の
構成が、学習の確かな理解に役立つこともあります。

　・�整理のひな形となる項目（初めに、次に、最後に）を
提示するのもいいでしょう。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�聞く姿勢を大切にし、話し終わるまで待ち、その内容を確かめてみましょう。
　・�つぶやきを短冊等のカードに書いて手渡し、思考をまとめるヒントとして活用してみるのもいいで
しょう。

　・�文字や絵で思い出す手掛かり（時間、場所、場面、人など）を示すこともできます。

支援の
キーワード

５　自分の考えをまとめることが苦手な子に対して（小学校）

授業に「キーワード書き学習」を取り入れます。本時のポイントを絵や図も
使いながら学習内容を整理した後、他の意見と比較しさらに思考を深めます。

「話のマップ」〜物語の内容理解を促す支援として〜
長い物語を読むときに、部分的には理解しているものの全体を捉えたりまとめたりすることが苦手
な子がいます。話の全体を捉える手立てとして、場面ごとに絵やエピソードを吹き出しで書き表し
た「話のマップ」を作成し、物語の全体の構成を意識できるようにすることもいいでしょう。

͓͢͢Ίʂؔ࿈ใʂ

算数科の学習 理科「食物連鎖とは」

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より
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気が散りやすい子に対して

６

・έアレεϛεをしてしまう。
・՝や༡ͼなどで、注意をूதしଓけることがしい。
・�໘と向かって話しかけられているのに、聞いていな
いように見える。

をूதさͤて、ྗしଓけなければならないͪ࣋ؾ�・
՝をආける。

・指示にैえず、ޙ࠷までやり͛ることがしい。
・՝をॱংཱててߦうことがしい。
・学習՝や活動にඞཁなをなくしてしまう。
・�ू தが్れ、ʑの活動の内容をれてしまうこ
とがある。

例えば、
子どものこんな姿はありませんか。
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集中がとぎれても、授業や課題に思考を
戻すことができる仕組みをつくる

６　気が散りやすい子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�単元の学習の流れと１時間の学習の流れを、毎時間同じ場所に掲示し、何をするのかをいつでも確
認できるようにします。

　・�自分の意見を表現する時に、選択肢から選べるようにし、考えをもてるようにします。選択肢ごと
に黒板にまとめて書くことにより、考えを整理することができます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�授業の準備やがんばることについて相談し、チェック表にして机の上に貼ります。できていること
に○をつけることで、励ましや注意喚起をします。

　・単元の学習の流れと１時間の学習の流れを確認しやすいよう座席の配慮をします。
　・�一目見てどれだけ取り組めばいいか分かるようなプリントを用意したり、取り組む範囲に印をつけ
たりして、やる気が持続できるようにします。

　・注意を集中し続けることが難しく、課題を最後までやり遂げることが難しい。
　・�別のことに気を取られ、何をするかが分からなくなったり、取り掛かりが遅くなったりす
る。

想定されるつまずきやすいポイント【気が散りやすい】

支援の
キーワード

今、何をしているのか、どの部分の学習をしているのかが分かるように、学習
の流れを示します。集中がとぎれても、黒板や掲示物、自分の机の上にヒント
となるものがあることで、取組を再開することができます。個別には、座席の
配慮と励ましの言葉かけをします。
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第11時の展開 ͝Μのͪ࣋ؾをॻ͍ͨリーフレットをͭ͘ろう
� （小学４年国語科「ごんぎつね」光村図書）

本時の目標（第11時）
　くりや松たけを届けていた「ごんの思い」について、文中の言葉を根拠にして、
自分の考えをそれぞれの立場で話したり聞いたりすることができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．自分のϊートを見返し、前時
までの学習を振り返る。本時の
めあてを確認する。

２．選択ࢶを提示し、自分に一൪
ۙいものとͦの理由をߟえる。

３．自分のߟえをペアで話し߹う。

４．શ体でڞに学ͼ߹う。
　　・３つの視点で話し߹う。
　̖．�くりやদたけを࣋ってきていた

のはおれだよ。
　̗．いたずらして͝めんͶ。
　̘．��人΅っͪのฌेのにཱͪたい。

５．再度自分のߟえをまとめる。

̒．学習を振り返る。

までの学習を確認しࠓ示でܝ・
本時の流れを板書する。

える視点として、前時にग़てߟ・
きたߟえを３つ示し、選べるよ
うにする。

・自分のߟえをペアで話し、理
できるようにする。

を話ͤるように、ώントとڌࠜ・
なるような͝んのߦ動やηリフ
をܝ示する。

・自分にۙいߟえがどれか、ωー
Ϝプレートをはる。

・్தで、ߟえをมߋしてもよい
ことを伝える。

・自分のߟえをมえたり、༑だͪ
のߟえをけՃえたりする時間
を設ける。

・授業に向かう४උができていた
ら、νΣッΫදに˓をつけ、意
欲をもてるようにする。

　
・プリントには、自分のߟえにۙ
いߟえの記߸を書くとよいこと
を伝える。

・શ体で話す前に、ペアで確認す
ることを、板書とޱ಄で知らͤ
る。

・プリントに自分のߟえを書けて
いたら、νΣッΫදに˓をつけ、
安心してൃ言できるようにする。

・ଞの人の意見をߟࢀにしてもよ
いことを伝える。

学習活動、指導・支援の評価

・３つの視点でߟえることで、意
見がग़しやすくなり、学ͼ߹う
தで、͝んの思いにഭることが
できた。

・学習の流れやώントが提示され
ているため、自分のߟえを理
しやすく、༑だͪの意見とൺべ
たりけՃえたりすることがで
きた。

・ूதがと͗れても、に入るも
のや個別の言葉かけで、授業に
ってくることができた。（見
て分かることは、ؾがࢄりやす
いࢠにとって༗ޮである。）

くりや松たけを届けていた「ごんの思い」は何だろうか。
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短い学習活動と学習の流れの提示、身近な
課題設定により、見通しと目的意識をもつ

６　気が散りやすい子に対して（小学校）

１　授業の工夫（UD化）
　・�話したいという気持ちを高めるように、児童が直面している課題や興味を持つテーマを設定します。
　・１つの学習活動を短く区切り、集中が持続できるよう、授業構成を工夫します。
　・話し合いに主体的に参加できるよう、役割（司会、記録係、時間係、提案者、参加者）を分担します。
　・ペアやグループで話し合う活動場面を計画的に取り入れます。
　・掲示物により話し合いの流れを示し、学びの足あとシートを、見通しや整理のため活用します。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�ペアでの事前の話し合いを通して、自分の考えを明確にし目的意識をもたせます。
　・学習のめあてに沿った自分のめあてをもたせ、学級の最後に振り返りを行います。
　・問題意識をもって課題に向かえるように、映像や写真等を活用します。

　・集中が途切れ、活動の内容を忘れたり、分からなくなってしまったりする。
　・課題に対し、順序立てて取り組むことが難しい。

想定されるつまずきやすいポイント【注意を集中し続けることが苦手】

支援の
キーワード

10分程度の短い学習活動の設定と流れの提示により見通しをもたせ、集
中が続くように工夫します。身近な課題を設定することは、目的意識をも
ち、主体的に課題解決に向かうための支援になります。
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第̑時の展開 レッπトϥΠʂΫϥεձٞʂ
� (小学４年国語科『学校について紹介することを考えよう』東京書籍）

本時の目標（第５時）
　議題について、解決に向けて司会などの役割を果たし、友だちと自分の意見を
比べながら話し合うことができる。

主な学習活動
指　導　・　支　援

授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導

１．学習の見通しをもͪ、自分の
めあてをܾめる。

ٞʮڅ৯ޙのڇೕύッΫの
ยけ方についてߟえようʯ

２．ٞについて話し߹う。

３．自分のׂについての振り返
りをϫーΫγートに書く。

４．振り返りをަ流する。

・話し߹いの前にׂձٞをもͪ
流れや時間配分などを確認する。

・授業のேの手ચいの༷ࢠ
をεΫリーンにөす。

・学ڃશ体で話し߹いのめあてを
確認する。

・ٞが֎れた߹には、શ体の
話し߹いを一୴தஅし、ٞの
内容を再確認する。

・記には、大事な言葉を板書
するようにॿ言する。

・カϥーϚάωットを用いて、意
見の分ྨをする。

・ׂ͝とにൃදし、板書する。

・個ʑのめあてにରして自分の学
習はどうであったか、前時の振
り返りを活かͤたかどうかにண
さͤる。

・話し߹いの座席を工夫する。（શ
体のҐஔ、ྡ席のࣇಐ）

・༧習ϊートを事前に確認してお
き、ࢣڭのίϝントを入れてお
く。

・話し߹いの見通しをもたͤるた
めܝ示を活用する。

・༧習ϊートをもとに、自分のߟ
えを話すようにॿ言する。

・શ体指導をしながら理解できて
いるかを確認する。

・言葉らずなൃද内容にରして
はଞ者にけしをٻめたり、
指導者がิをしたりする。

・板書やॿ言により、話し߹いを
振り返ることができるようにす
る。

学習活動、指導・支援の評価

・ׂを明確にしたことで、自分
のׂを意識してੵۃ的に話し
߹いにࢀՃすることができた。

・ٞにؔする໘をө૾で見ͤ
ることで、より自分事としてଊ
え、ͦの解ܾ๏について、具体
的にߟえさͤることができた。

・༧習ϊートで事前に自分のߟえ
をもたͤたり、ペア学習で伝え
߹う活動をしたりすることによ
り、自分のཱを明確にし、話
し߹わͤることができた。

役割を意識しながらクラス全体で話し合おう
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「学習の流れ」の提示で、見てわかる授業
「学習の見通し」を示し、学習に向かう姿勢を作る！

１　授業の工夫
　・�落ち着いて授業を受けられない子どもは、集中の持続が難しい
場合や聞いてわかる力が弱い場合が多く、自分の行動をコント
ロールできずに困っています。導入で、本時のめあてやポイン
ト、学習内容、学習の流れ、活動手順などを視覚的に提示する
ことで、授業の流れがわかりやすく、見通しを持って学習に臨
めます。

　・�聞く活動、書く活動、読む活動等、多様な学習活動を取り入れ
る、また、1つの学習活動を10〜15分ごとに短く区切る等、
授業構成の工夫をすることで、集中して学習しやすくなります。

　・�ペアやグループによる話し合い活動等を取り入れ、学習形態の
工夫をすることも集中力の持続に有効です。

　・�今学習している内容の板書に矢印マーク（＊）をつけると、注
意がそれた後も学習に戻ることができます。

２　授業での個への配慮・個に特化した指導
　・�話し始める前に、「○○さん」と名前を呼んだり肩に手を触れたりするなど、注意喚起をすること
が有効です。その後も個別に励まし、承認することで集中力を高めます。

　・�ペアやグループでの活動が効果的にできるよう、座席配置に配慮します。
　・�やり遂げられる量の課題を提示すると、取り組みやすく、自信と次へのやる気につながります。

支援の
キーワード

６　気が散りやすい子に対して（小学校）

国語科３年　説明文の学習では・・
子どもたちと一緒に学習計画を作成するこ
とで、学習意欲が向上しました。

＊学習の流れに
現時点を表示
「今、ココ！」

1時間の学習の流れだけでなく、
1単元の学習計画も示すと、
よりわかりやすいです。

【参考】平成31年（2019年）3月発行　『特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集』より
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